
十神砦(外神砦）

　落雷によって焼失するまで、本丸には天守が
そびえていました。宮部時代の三階建のものを
池田長吉が二階建てに改築したと言われていま
す。天守の屋根は、茶色で描かれているため柿
(こけら)葺であったと考えられています。


